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水田排出水の再港漑が水稲および土壌におよぼす

影響について

今　野　喜　一・大　向

（宮城県農試岩沼分場）

1．ま　え　が　き

泥炭地水田のように湿田的環者にある水田では，排水

をはかることが最も重要な改良施策である。ところが排

水改良は多量の用水を必要とし，また他産業の発達など

によりますます用水の不足が心配される。

水田排出水を再潅漑することは養分の補給と云う点で

は好ましいことであるが，有枚酸あるいは阻害性物質の

存在も考えられるので．水稲の生育．収量および土壌に

およばす影響を調査した。

2．試　験　方　法

0．83汀戸の大型ポットに黒滝土，泥炭土，埴質土の3種

の土壌をつめ，湛水・排水（減水深3川），再潅漑，改

善（初年日にゼオライをトアール当り120如し　2年日酸

化鉄粉アール当り700g施用，渉透水は4時間曝気処理

後潅漑）の4つの処理を設けた。

3．試　験　結　果

1．水稲の生育状況：草丈は生育初期はいずれの土壌

とも再潅漑により伸長ぎみに生育するが，生育が進むに

つれて差が少くなり，収穫期匿は差がなくなった。茎数

は3種の土壌とも再潅漑により生育初期から抑制され，
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最高分けつ期で黒泥土で2本，泥炭土では実に5．5本も

少なかった。埴質土は差が少なかったが，それでも有効

分けつ期で1．5本少なかった。この影響は黒泥土，泥炭

土の場合は穂数にまでおよび．収穫期で1．5本ほど少な

かったが埴質土の場合は差がなくなった。改善区は黒泥

土．派炭土とも分けつの抑制は認められなかった。

2．収量：わら重は窯泥土，泥炭土とも湛水区に比べ

て再潅漑区が減収し，改善区はやや増収となった。埴賀

土では排水区，再潅漑区ともに増収した。玄米重は3種

の土壌とも湛水区に比べて再潅漑区が減収し，とくに泥

炭土の減収割合が著しかった。排水区は黒泥土，埴質土

では湛水区と差がなく，泥炭土では再潅漑区より減収と

なった。改善区は両土壌とも湛水に比べて増収した。

3．収穫物中の養分含有率：再潅漑により3種の土壌

とも増加した成分はSi02で，排水処理によっても増加

した。MnOは泥炭土を除き再潅漑により増加した。ま

たMnOは跡地土壌を分析した結果でも再潅漑により表

第　2　表　　義：分　合

層に沈破し．一方排水すると溶脱が認められた。MnO

は泥炭地水田土壌では少ない成分であるので，排水改良

はさらにこれら養分の減少をまねくおそれがある。した

がってこの種の水田においては，地力の維持増進をはか

る工夫が必要である。その他の成分ではNが窯泥土と埴

質土では増加し，石灰は黒泥土と泥炭土で少なくなっ

た。

4．時期別土壌分析結果：pHはいずれの土壌とも再

潅漑で高くなり，Ehも黒泥土および泥炭土で高い値を

示した。このような傾向は土壌中のFeO／Fe203比か

らも認められた。土壌中における有機酸の種類は海鳥の

報告にあるようにほとんどが酪酸で，わずかに酪酸，蟻

酸などが含まれている。この裏の分析値は他の研究者達

の分析値と比べてみると，泥炭土以外は水稲の生育を阻

害する濃度には達していないものと思われる。

5．発根試験および幼植物試験：別に育苗した稲の根

を1e射まと残して切断し，排水区と再潅漑区の瞳間に移

有　率（成熟期）
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第　3　表　　時期　別　土壌分　析成績
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第4表　鯵透水中の有機酸総量
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第5表　発根試験成蔚

注．6月19～29日　折衷苗（品種：ササニシキ）

第6表　幼植物の発根試験成績

注．7月3～24日（品種：ササニシキ）

植して約2週間後に静かに抜取ってその発根状況を調査

した結果を第5表に示した。これによるといずれの土壌
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とも再潅漑区は地上取こ比較して地下都の発育が悪く，

また根の0－N卵酎ヒカを判定した結果でも．再潅漑区

は低い値を示した0迭透水による幼植物の発根試験で

は・泥炭土鯵透水区で獅子尾状の異常根の発生が認めら

れたが・曝気処理によってかなり軽減された。しかし黒

沌土，埴質土漆透水の場合でも曝気処理により根は伸長

することが認められた。

6・現地試験：泥炭地に埋設した暗渠からの排出水を

再潅漑している現地の2カ所について調査を行なった。

現地の場合は両地区とも暗渠からの水を一度用水堀に集

め．他の用水や田面の余剰水と混ぜ合せてしかも500～

l肋も流してから潅漑しており，水稲に対する影響は認

められなかった。また潅漑水分析結果からも特に異常は

認められなかった。

4．摘　　　　　要

暗渠からの排出水を再潅漑した場合の水稲の生育，収

量におよぼす影響を3種の土壌を用いて検討し，次の結

果を得た。

1．再潅漑は分けつを抑制し，穂数の減少を招来する。

2．玄米収量は泥炭土で9％の減収を示し．他の土壌

でも3～5％の減収となった。

う．土壌中の有機酸を分析した結果．泥炭土以外は水

稲に影響をおよはすほどの渋皮に達したとは思われ

なかった。

4．迭透水による幼板物の発根試験を行なった結果，

泥炭土惨透水区は獅子尾状の異常根が認められ，曝

気処理によって軽減された。

5．したがって暗渠からの排出水を潅漑水として使用

する場合，腐植過多水田では十分懐化させるなどの

方策を講ずることが必要であると考えられる。


